
 

          全公教・通信１１ 全国大会 
               

          き ず な 
                           

  
特別Ⅰ分科会 
 講演：「副校長・教頭の働きがいを高める学校マネジメント 

～3分類に基づく業務整理と時間創出、人を育てる対話力～」 
 講師：青木 栄一 氏 

 東北大学大学院教育研究科・教育学部教授 
〈講演内容〉 
  学校運営の要である副校長・教頭自らが心身ともに健康で、活力
をもち続けるためのセルフマネジメントや業務改善、教職員のエ
ージェンシーを引き出す対話の在り方について、ワークライフバ
ランスやウェルビーイングの向上の視点で具体的な取り組みや調
査結果などの豊富なエビデンスを基にご講演いただいた。 

 
●労働時間と健康・業務について 

・副校長教頭は学校で最も多忙であり、学校経営と事務に業務が  
集中しており人を育てる仕事と思えない状況になっていると言
える。 

  ・学校と教師の業務の３分類についても周知を。 
 

学校と教師の業務の３分類 
学校以外が担うべき業務 教師以外が積極的に参画すべき業務 教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務 
・登下校時の通学路における日常的な見守り

活動等 

・放課後から夜間などにおける校外の見回り、

児童生徒が補導された時の対応 

・学校徴収金の徴収・管理（公会計化等）  

・地域学校協働活動の関係者間の連絡調整等 

・保護者等からの過剰な苦情や不当な要求等

の学校では対応が困難な事案への対応 

・調査・統計等への回答 

・学校の広報資料・ウェブサイトの作成・管理 

・ICT 機器・ネットワーク設備の日常的な保

守・管理 

・学校プールや体育館等の施設・設備の管理 

・校舎の開錠・施錠 

・児童生徒の休み時間における安全への配慮 

・校内清掃 

・部活動給食の時間における対応 

・給食の時間における対応 

・授業準備 

・学習評価や成績処理 

・学校行事の準備・運営 

・進路指導の準備 

・支援が必要な児童生徒・家庭への対応 

 
 ・長時間勤務は健康に悪影響を与える。 
 ・教育現場でも IC カードによる出退勤管理の導入や部活改革などの取り組みなど進んでいる。超長時間勤務の教職

員も減少傾向にあるが、個人によるところも大きく、個別に介入することが必要。 
 ・勤務時間が長くなり、睡眠の質が低下すると、業務の質も低下する。精神的健康も危険になる。一方で、仕事は減

らないけれど、一旦休むことで、その後の業務の効率が上がるという事実もあるので、年次休暇等の取得が大切な
こと。 

 
●チームとしてのマネジメント・対話 
 ・階層構造を作り、それぞれの階層で困りごとを改善していく。副校長・教頭が全ての相談を受けるのではなく、ミ

ドルリーダーがそれぞれの場面での相談を受け同じ目線でアドバイスをする。ミドルリーダーを育て、配置するの
が管理職の役割。 

 ・職員間の世代間の差、ストレス耐性の差、負担の差など、「差」を意識した組織内マネジメント、対話が重要。 
 
●タイムマネジメントスキルから学校経営スキルへ 
 ・効果の出ている施策を続けなければいけない。制度や政策にもアンテナをたて、調査にも積極的に。 
 ・組織内マネジメント。定時で帰る人は得をしているから許せない「空気」（巻き込まれ型残業）をなくす。 
 ・時間をデザインする３つの力。 

① 実態把握力「数字と向き合い、事実と語る」 
② やりくり力「自校と向き合い、取捨選択する」 
③ 巻き込み力「教職員と向き合い、文化にする」 

発 行 令和８年８月吉日 

全国公立学校教頭会広報部 
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・職員室に潜む「平等主義」を打破し、「空気」を書き換えるのが管理職。管理職のカレンダーの共有から始まり、
「休む」ことの共有、「休む」ことが公式ルールであると示す。 

 ・教育委員会へのリソースの要請、保護者、地域住民に理解を求めること。学校閉庁日、部活休養日、夜間休日留守
電対応などの広がり。 

   
・ウェルビーイングを決定づける因果の構造 

マネジメント→教師のウェルビーイング→子供のウェルビーイング→教育の質と子供の幸福が高まる 
  
 
 
〈グループ協議の様子〉 
 講演の後、グループに分かれて「講演を振り返ると
ともに、現場で感じている課題、今後、我々副校長・教
頭が働きがいを高めるために必要なこと」について３C
と業務の３分類を視点に協議を行った。活発に話し合
いが進み、笑顔も多く、話し足りないという雰囲気も
あった。 
 
 ●オンライングループ発表より 
・勤務時間について、どの先生も 12時間くらい。 
遅くなる要因は生徒指導、保護者対応。組織とし 
ての対応が必要。留守番電話、録音機能など。 
また、保護者に「学校に相談すればなんとかなる 
だろう」という思いがある。３つの分類なども 
保護者に伝える必要がある。 

・勤務時間を減らす取り組み。校務支援システムの 
整備。会議の短縮。県としての統一した取り組みが効果的だと考えている。 

・小規模の学校では地域との関わり、中学校は保護者が問題に。集金システム、計画年休の取り組み、協働性、先生
方の心理的負担を減らすことが大事。学校組織としての対応に教頭のリーダーシップが必要になってくる。対話で
先生たちの心理的不安を解消していく。 

 
●参集グループの発表より 
・事務職員との業務分担を教頭がマネジメント。保護者あてに業務の３分類についてのお知らせをして理解を求めて 
いる。玄関に掲出も。３分類で余裕が生まれれば、対話も増えていくのでは。 

・業務の３分類の中でも子供たちの見守りについて話題になった。PTAや地域に担ってほしいと感じている。３分類 
が学校の都合で出てきたと思われると誤解や軋轢が生まれるので、国や自治体が知らせていく必要があると感じ 
る。 

・勤務時間より早く登校することをやめた。反対も多かったがやりきった。地域や保護者に頼みたいが、今まで学校 
が御膳立てしすぎて、主体的に活動しようとしない実態がある。PTA を解体しているが支障はないという学校も。 
部活地域移行は自治体の規模による。 

・教頭が良かれと思ってやっていたことが、職員の主体性を失わせるということもある。教頭がやってしまうと人が 
育たない、対話が必要。対話を通じて行うことが持続性を生む。話す機会の創出、お菓子などを利用して話す 
きっかけを作る工夫などが話題になった。 

 ・授業改善では、ラーニングピラミッドを貼りだすなどして意識づけしてきた。 
・意図的に、今まで受け持ったことがない業務を分担させることが潜在的な能力の開発につながっていく。 
 
 

【総括と助言】 
・全国大会で全国から集まっていることが大事。どこかで実施できたことは、他のどこかでも実施できるし、話を聞け
ば、「どうすればよいか」という質問が生まれる。自校でやってみよう、となる。 

・副校長・教頭が「何でも、自分が最後はやる」ではない働き方にしていく。「個人のがんばりで成立しているのでは
なく、組織ができて成立するように」それが業務改善。 

・いろいろな事柄との接続、ハブになっている。無理をしがちだと思うが、リスクにもなる。 
・働き方改革の目的は働く人の命と健康を守ること。副校長・教頭が倒れないことが大切。管理職が健康を大切にする
姿を職場に見せることも大事。 

・授業準備をやりこむ先生もいるが、やらなすぎる若手もいる。授業準備を程よく行うことが持続的に業務すること。
教員養成の中で、どのように仕事に臨むかも指導する必要がある。 

・人員不足に対しては、支援員などの配置があったら、記録をとっておくとよい。委員会に知らせることで少しずつ運
用が広がっていくはず。 

・教育委員会、自治体に業務の３分類などの周知を求める。中堅層、中途採用の働きやすさも考えていく必要がある。 

 



  


